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１． はじめに 
 タイ中央平原のチャオプラヤ川流域のよう

な大陸にあり勾配の非常にゆるい河川では、

雨季の後半になって、ゆっくりした水位上昇

による（場所によっては堤防越流による急な

水位上昇もあるが）タイプの洪水が起こるこ

とがある。水深は深いところで３ｍを越える

こともある。このような地域では、従来、浮

き稲が栽培されることが多かった。しかし、

浮き稲栽培は、栽培農家にとって作業性が悪

く、反収も低いため、灌漑排水整備の行われ

ている水田では、深水稲や高収量品種、また

は洪水の多い時期を避けて乾季作（IR 系の改

良品種）にシフトしている。したがって、こ

のような地域でも通常の洪水規模を越える洪

水時には農地の作物被害が生じる。一方、衛

星 SAR は、曇天でも雲を透過し、地表面を

観測できるため、洪水範囲を特定し、広域農

業被害調査に応用することが期待されている。 
２． 衛星 SAR による洪水解析 
 衛星 SAR は、日本では JERS-1 のマイク

ロ波Ｌバンド HH 偏波センサがある。次期

ALOS/PALSAR でも同じ波長帯が予定され

ている。この SAR は、作物の影響が小さく、

洪水水面の検出に有利と言われている。 
 慣習的な洪水域検出法は、洪水前と洪水時

水面を比較して後方散乱が減少することを利

用している。しかし、水田地域では、田面の

湛水と区別することが難しく、前年と水田作

付けが同じと仮定して、水田域をあらかじめ

抽出し別処理する方法がとられるか、あるい

は、全く考慮しないかのどちらかである。目

視判読で、洪水水面のある場所で、畦畔が見

えると洪水被害のあった水田地帯として紹介

されることも多かった。しかし、通常、耕作

道としての水田畦畔が SAR 画像で判読でき

れば、水深は 50cm 程度以下であり、洪水に

よる農業被害はむしろ少ないはずである。 
３． 数理形態学と SAR 画像解析 
 従来の SAR 画像解析手法は、多時期デー

タの比較には幾何補正後の対応ピクセルごと

に行っていた。しかし、SAR で得られる画像

には、地物とマイクロ波との応答特性に応じ

た情報が本来含まれているはずであり、地物

の空間的特徴をレーダとの応答作用と解釈し

てデータ解析を行う立場がある。空間的特徴

抽出には、数理形態学的手法（膨張、収縮、

opening、closing、方向性膨張、方向性収縮、

距離変換、骨格化など）を用いることができ

る。この手法を水田地域における洪水範囲確 
定に応用することにした。 

 
Fig.1 a part of the reported flood extent (left image) 

Fig.2 the same part of the calculated areas 

(right image) 

計算に当たって、いくつかの仮定を設けた。

（１）土地改良整備済み水田地帯で、耕作農
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道が SAR 画像中で目視判読可能ならば、水

稲被害はないとする。（２）SAR 画像のヒス

トグラムで静かな水面に相当する領域がある

程度の面積を占める領域は洪水域とするなど。 
計算結果を Fig.2 に示す。Fig.1 は JICA 報告

書（３）である。左上の丸印が SingBuri で、

中央右の丸印が LopBuri で、左下の丸印が

AngThong を示す。LopBuri 付近を逆 L 字形

に流れるのがロプブリ川である。 
４． グランドトルース 
 計算結果を洪水報告書と比較してみると、

食い違う点がいくつか存在する。例えばFig.1
の中央付近は洪水域でないようだが、SAR で

は洪水域になっている。そこで、グランドト

ルースと、灌漑施設管理者や現地の農家に実

際の現象について聞き取り調査を実施した。 

 

 

 
Fig.3 はロプブリ川の北側で、道路が堤防の

役目をしている。Fig.4 は Fig.1 の中央付近で、

洪水時は水面下となるが微高地で水はけが良

い地点。JICA 報告書を再検討した結果、水

深が浅いが洪水範囲内だった。Fig.5 は Fig.1
の下端付近で浮き稲地帯。’95 洪水で水深増

が速く農業被害があった。 
グランドトルースによって、（１）JICA 報

告書は最大洪水域を示し、必ずしも農業被害

を示していない。報告書の図で水深の浅いと

ころは青色が薄く読みとりにくいが現地聞き

取り内容と一致した。（２）いくつかの個所で

堤防越流があり水位変化が速い場所があって

浮き稲でも被害を受けた。（３）ゆっくりした

洪水なので、堤防の応急嵩上げ工事が行われ

た。（４）浮き稲栽培地帯が判明したなどの諸

点が明らかになった。 
５． まとめ 
今回の数理形態学的解析手法は、非常に簡単

な仮定条件のみで、概略の洪水域を推定でき

る。しかも衛星データ取得は洪水時１回のみ

で、計算量も少なく、発展途上地域の広域洪

水被害推定を迅速に行う目的には非常に有利

である。しかし、（１）浮き稲の栽培地域は被

害があるかどうか不明。（２）洪水期に休耕し

ているかどうかは１時期の衛星データからは

不明である。（３）耕作道が判読出来るかどう

かを水田被害の指標にできない場所がある。

今後、工夫して対策を考えたい。 

Fig.3 
ロ プ ブ リ 川 の

北側で洪水時

の水深 3m 近く

になる。 
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Fig.4 
Fig.1 の中央付

近。自然堤防上

に 集 落 が あ り 、

排 水 は 速

い。’95 年洪水

時は全面水没。 
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Fig.5 

Fig.1 の南端

付 近 の 浮 き

稲地帯。 

 



 

 


